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アンド・クラフツと日本』、思文閣出版、2004 年、71 ～ 80 ページ）と小谷二
郎「民藝運動と同志社大学―青田五良を中心に」（『同志社大学博物館学年報』、
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1910（明治 43）年  学習院高等学科を卒業する。雑誌『白樺』の創刊に
参加する。
 東京帝国大学文科大学哲学科に入学する。











1927（昭和 2）年 京都上賀茂で民藝協團を結成する（1929 年に解散）。
1928（昭和 3）年 『工藝の道』を刊行する。


























































を展観保存する施設の設立を構想する。1921（大正 10）年 1 月に「『朝鮮民
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喚起する「用」の形を備えたオブジェとしてとらえられていく。















































































































































































績を残した。一つ目は 1928（昭和 3）年 3 月 24 日から 5 月 27 日にかけて、
東京上野公園で開催された「御大禮記念國際振興博覧會」で出品された「民
藝館」のなかに展示された調度品である。二つ目は翌 29（昭和 4）年 3月 15
日から 17 日にかけて、京都大毎会館で開かれた「日本民藝品展覧會」におい








































現を期待する（『大阪毎日新聞』京都版、昭和 4年 6月 24 日付）。























































































































協團が 1929（昭和 4）年に解散した後、青田は翌 30（昭和 5）年に休職（1929





青田は 1935（昭和 10）年 11 月に結核のために死去する。
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芸品の展示は、早くも 1927（昭和 2）年 6月に東京鳩居堂で行なわれ、四つ
目の出版活動も、同年に民藝叢書第 1編『雑器の美』で開始される。


























































大きな役割を果たす。たとえば 1933（昭和 8）年 3月の東京高島屋の「新興
民藝綜合展覧会」、翌 34（昭和 9）年 3月の東京松坂屋の「日本現代民窯展覧












こういった動きのなかで 1934（昭和 9）年 6月には「日本民藝協会」が発
足する。柳を会長として、民芸運動が組織的な運動となる。『工藝』誌も日本
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